芸術と 金銭 



1 干 田國士 



芸術に よって 「名」 のみ を 得た ものが 一番多い。 

「恋」 を 得た もの も少 くない。 

「富」 を 得た もの は、 数へ る ほどし かない。 

自分の 作品 を 「金」 に 代へ る こと は、 一 つの 方便で 

ある。 芸術的 制作 品が、 他の 商品の 如く、 需要供給の 

法則に 従って、 それ 自身 一 つの 価格 を 生じる とい ふの 

は 社会的 錯覚で ある。 故に、 機会 さへ あれば、 芸術家 

は、 その 労力の 報酬と して y なく、 単に、 作品の 唯一 

無二なる 特性に よって、 その 作品 を 「利用」 する もの 

に 対し、 如何に 多額の 謝礼 を 要求しても 差 支へ ない。 



底本 ： 「岸 田國士 全集 加」 岩波 書店 

1990 (平成 2) 年 3 月 8 日 発行 

初出 ： 「文芸 時代 第三 巻 第 十 一 号」 

1926 (大正^) 年 n 月 ー 日 発行 

入力 .. 

校正 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 

2 00 5年2月6日作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



